























2. 実施した ワークシ ョップの概要
今回報告するワークショプは、 2007年 l l 月 1 7 日に成羽
田］美術館において、同美術館の依頼により企画実施した
ものである。美術館側からの依頼には、 “2007年 10月 27

































〉舌動 時間 場所 活動内容
導入① 14:00 ワケスベス 活動の説明と鑑賞のための導入
鑑賞① 14:15 展示室 作品鑑賞 （生き物の絵を中心に）
導入② 14:30 ワフスベ ス 作品についてのディスカ y シ ョンと作品制作のためのヒント提示
制 f午 14:40 ワクスベス 展示室制作・展示室の作品も戸展示室 必要に応じて見に行く
鑑賞② 16:00 ワ クスペース 参加者が制作した作品の鑑賞
鑑賞③ 後日 各自宅 郵送された作品を各自で鑑賞
当日の参加者は、 16名。 小学生から大学生、 主婦、保





















































































新たなバリエー ションを I つ加えることができたと考え
ている。ただ、 今回このワ ー クショップにおいて新しい
取り組みを試みたことで、 “造形活動をともなった美術
鑑賞”の今後の課題も見えてきたような気がする。 この
活動に よ って生まれる、ワークショッ プ参加者の作品の
鑑賞をどのようにするかという問題がそれである 。
今後は、この問題について、美術館という環境面や参
加者の年齢構成等を踏まえながら、より充実した鍛賞活
動となるような方法を考えていきたいと思っている 。
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展示会場内での銭賞と導入
参加者の制作の様子
ワークショップ参加者制作作品
＊造形活動をともなった美術鑑賞 成羽町美術館でのワークショップ一 関崎哲
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